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明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

二
〇
一
一
年
の
幕
開
け
、皆
さ
ま
に
は

ど
の
よ
う
に
お
迎
え
で
し
ょ
う
か
。
一
昨
年
待
望

の
政
権
交
代
が
実
現
し
ま
し
た
が
国
政
は
混
迷

し
、
私
た
ち
が
願
う
共
生
社
会
へ
の
展
望
が
見
え

ず
、暮
ら
し
に
は
閉
塞
感
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
が
、
少
し
で
も
明
る
い
光
が
見
え
る
一
年
に
な

る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ま
に
は
日
頃
か
ら
平
山
光
子
さ
ん
に
ご
支

持
・ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き

平
山
光
子
さ
ん
を
市

議
会
に
送
っ
て
い
た

だ
い
て
か
ら
、
早
く

も
一
期
四
年
間
が
す

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
各
方
面

か
ら
温
か
い
ご
指
導

・ご
鞭
撻
を
い
た
だ

き
、
平
山
さ
ん
は
元

平
山
光
子
一
期
目
の
発
信

子
ど
も

子
ど
も

学
童
保
育
所
の
増
設
・充
実

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置

教
育
環
境
の
充
実
・予
算
の
確
保

少
人
数
学
級
の
拡
大

就
学
援
助
の
周
知

そ
の
他
教
育
の
諸
課
題
解
決

く
ら
し

く
ら
し

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

市
民
負
担
増
の
軽
減

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

積
極
的
な
市
政
情
報
の
発
信

予
算
編
成
の
透
明
化

あ
ん
し
ん

あ
ん
し
ん

妊
婦
健
診
・子
育
て
支
援
の
充
実

若
者
の
失
業
、
非
正
規
雇
用
の
問
題

不
登
校
・引
き
こ
も
り
の
支
援

平
和
市
長
会
気
へ
の
加
盟

介
護
保
険
制
度
見
直
し
の
方
向

気
に
議
員
活
動
に
邁
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
次
期
の
市
議
会
議
員
選
挙
ま

で
あ
と
四
ヶ
月
足
ら
ず
と
な
り
ま
し
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
」
と
し
て
、大

牟
田
の
明
日
の
た
め
に
、子
ど
も
・若
者
の
問
題
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
働
く
現
場
や
市
民
目
線

を
大
切
に
し
な
が
ら
活
動
し
て
き
た
平
山
光
子

さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
の
大
牟
田
市
議
会
に
無
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

二
期
目
は
、
大
変
厳
し
い
選
挙
戦
に
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ま
に
は
、
支
援
の
輪
を
大
き
く
拡

げ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
切
に
切
に
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

今
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
い
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
山
光
子
後
援
会
長

江
嵜

ア
ツ
子
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１ 未来を担う子供の問題について

（１）学童保育所・児童館

保護者からの要望も多い学童保育所の全校区

設置と時間延長（特に土曜や夏休みの朝）や、

子どもたちの安全で安心な居場所であり、放課

後や休日にも自由に利用できる児童館・児童セ

ンターの設置についての考えを聞き、検討・改

善を求めました。

（２）行きたくなる学校への課題

本年度から進められている不登校にならない

「楽しい学校づくり」の研究の成果と課題を聞

きました。学校がしっかりと子どもに向き合え

る体制（時間や教職員数）が一番の不登校対策

ではないかと思います。教職員の健康と労働安

全衛生体制について市教委の役割としてどう現

状を認識しているか尋ねました。

（３）発達障害への早期の支援

就学前の発達障害の早期発見・相談・支援体

制について現状と課題を聞きました。発達支援

センターの設置など更なる支援体制の充実が必

要だと考えています。

２ 若い世代の雇用の問題について

統計局労働力調査年報によると2009年の完

全失業者は３３６万人、完全失業率は5.1％と

悪化の一途を辿っています。その中でも15歳

から24歳の完全失業率は9．1％、25歳から3

4歳は6.4％と若者を取り巻く環境は一層深刻

で、来春の新卒就職戦線は、「超氷河期」と言

われる厳しい状況です。そして、多くの若者が

仕方なく不安定な非正規就労を強いられている

現状があります。

Ｈ２１「厚生労働白書」にもあるように、社

会の支え手となるなるべき重要な役割を担う若

者が、安心して生活を送れない状況は大きな問

題で、 若者への支援はこの国の緊急・重要な

課題です。その観点から３点について当局の支

援についての考えを尋ねました。

1 2月 議 会 一 般 質 問 報 告
（１）新卒未就職者の支援

超氷河期といわれる来春の新卒で就職できな

い高校生や大学生への支援策を尋ね、一層の支

援を求めました。

（２）公共サービスに従事する非正規職員の

労働条件と労働環境

臨時職員や嘱託員の労働条件・労働環境は

「公共サービス基本法」にある「適正」なもの

と言えるのか市長の考えを聞きました。非正規

職員の賃金はフルに働いても月１２万円ほど、

市民生活を守るべき自治体が、本庁や委託先で

働いても自立できない非正規雇用（多くは若者）

をたくさん生み出している状況は、問題ではな

いかと指摘しました。

（３）既卒者採用の検討

多くの自治体で３０代を中心にした特別枠で

の社会人採用が進んでいます。本市でも職員の

年齢構成を見ると若い世代が少なく、将来の人

材不足が懸念されます。就職氷河期世代の優秀

な人材確保のためにも本市での検討を求めまし

た。

３ 介護保険制度の見直し

２０１２年度に行われる３年に一度の制度改

正に向け検討が国では進んでいますが、利用者

負担増につながる改正も検討されています。

本市への影響と介護サービスの現場の声につい

て尋ね、今後の動向を見極め、現場の声をしっ

かり届けてもらうよう要望しました。

４ 機構改革案と施策の推進

来年度、市民協働推進室の中に移管される男

女共同参画推進室と人権・同和対策課の施策の

推進が後退することがないよう当局の意向を確

認し、人的配置を含めたしっかりした体制づく

りを求めました。


